
1．は じ め に

印刷機の発明以来，印刷業者は時代を映す鏡の役割を果たしてきた。エドワード六世

時代もその例にもれない。政府がプロテスタント振興政策に出版を活用したため，この

時代には書物が1156版も刊行され，印刷・出版が急速に発展した（1）。それ故この時代

の印刷業者に注目する意義は大きい。この出版の急増から，ヘンリー八世とエリザベス
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要 旨

エドワード六世時代は政府がプロテスタント政策へと舵を切り,時代が大きく動いた。政

府はプロテスタント振興政策のプロパガンダとして,活版印刷を積極的に活用した。その結

果,大陸に大きく後れを取っていた英国の印刷技術は急速な発展を遂げる。本論では時代の

印刷業者の特徴を体現する人物として,アントワープ出身のスティーヴン・ミールドマンを

取り上げる。熱心なプロテスタントであり,亡命先のロンドンで出版数第3位の大物印刷業

者になる。アントワープで培った技術と人脈を活用し,印刷業界を牽引した。難易度の高い

楽譜や外国語の印刷,図版の積極的な活用に高い技術力がうかがえる。来英3年足らずで有

利な特許を取得し,ビジネスマンとしての能力も高かった。大物印刷業者の傾向である宗教

書印刷が大勢を占めたが,『ユートピア』や『ランカスターとヨークの2大名門の統一』な

ど知的な著作や,庶民に人気の暦なども印刷し,時代の流れを見ることに長けていた。この

ような印刷業者の活動は時代の流れを映す。大量の出版は書物が既に貴族や学者など,一部

の限られた階層の所有物ではなくなったことを示している。

テューダー朝の中間に位置するエドワード六世時代は，プロテスタント振興と国民への書

物の浸透がその大きな特徴である。この時代に培われた出版の発展が後の英国ルネサンスの

土台となっており，ミールドマンはそのような時代を体現した印刷業者であった。

キーワード：エドワード六世，出版，スティーヴン・ミールドマン，図版印刷，外国語印刷



一世の間に位置するこの時代が見えてくる。本論では時代の特徴を体現する印刷業者，

アントワープ出身のスティーヴン・ミールドマン（fl.1536�1559）を取り上げる
（2）。エ

ドワード時代を考える上で注目すべき人物だ。

その理由は，まず印刷数が多いことだ。国王御用達印刷業者リチャード・グラフトンや，

のちに書籍商組合長になるジョン・デイは別格として，ミールドマンは英国内で87版

の書物を印刷し，出版数第3位の大物印刷業者にのし上がった。彼はアントワープでマ

テウス・クロムの工房に勤めていた頃から，固いプロテスタント信仰を持っていた。生

涯2度の亡命を余儀なくされたが，一生その信仰を貫く。図版使用や活字の開発などに

積極的に取り組み，技術面でも時代を牽引する印刷業者だった。

ミールドマンはアントワープ時代に印刷した著者や出版業者とのつながりを維持し，

ロンドンでの活動に役立てた。オランダ人のコミュニティーに属し，外国人教会のメン

バーにもなった。大陸から亡命してきた印刷業者の手も借りて，多くの書籍を印刷する。

活版印刷がようやく軌道に乗り始めたこの時代では，業者仲間の人脈が重要な意味を持

つ。ミールドマンにはグラフトンのように，政府の有力者との直接のつながりを示す情

報はないが，ビジネスマンとしての手腕を発揮し，活動基盤を広げた。

政府はプロテスタント振興政策に特許を活用した。印刷というメディアを駆使し，時

代を大きく動かした。大物印刷業者は特許を得て，特定のジャンルの印刷を独占する。

ミールドマンも来英3年足らずで特許を取得し，順調にビジネスを構築した。ミールド

マンを紐解くことで，エドワード時代がどのような時代だったかが見えてくる。この時

代は宗教で社会が大きく揺れ動いた。印刷・出版業者は印刷が盛んな時代の空気を反映

した。本論ではこの時代において印刷業者が映し出した時代の様相を見ていきたい。さ
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図1 主要印刷業者 出版数（1547�1553）
（3）



らにテューダー朝でのエドワード時代の位置づけを明らかにしたい。

2．スティーヴン・ミールドマン

� 時代背景

ヘンリー七世から始まったテューダー朝は，まず宗教においてカトリックでありなが

らローマ教皇と決別して英国国教会を樹立したヘンリー八世，そしてプロテスタントの

エドワード六世，次にカトリックのメアリー一世，そして英国国教会体制の基盤を固め

たエリザベス一世と，王によってその宗教が変っていった時代である。激しく揺れ動い

た時代であった。その中でエドワード時代ははっきりとプロテスタンティズムに傾き，

大陸の宗教改革の大きなうねりの中に突入する。大陸のプロテスタントにとってエドワー

ドの英国は活動の舞台と映った。新しい礼拝様式を歓迎しない者もいただろうが，英国

人の信仰生活は短い間にすっかりその姿を変えたように見えた。英国はヨーロッパのプ

ロテスタント宗教革命の中心地となる。大陸とは異なり政府主導の革命だったが，前半

はサマセット公爵，後半はノーサンバーランド公爵による積極的なプロテスタント政策

が推進された。

出版の歴史においても時代は大きく動いた。大陸では，既にアンドレア・ヴェサリウ

ス の人体の解剖図など精巧な図版が印刷されていた（4）。それにひきかえ，英国の印刷

出版は大陸よりかなり遅れていた。写本と異なり活版印刷の社会的地位はまだ低かった。

静謐な修道院で1冊ずつ丁寧に仕上げる写本に比べ，活版印刷はヨースト・アマンが描

いた「印刷師の木版画」，そしてハンス・ザックスの詩が想起させるインクにまみれた

職人の仕事だった（5）。エドワードの時代に入り，新政府の寛大政策に応えるべく，大物

印刷・出版業者を中心に多くの書物が生産される。プロテスタント振興政策の波に乗り，

印刷技術は大きく発展する。大量の書物が�に出回り，国民に書物への関心を引き起こ

した。さらにこの時代の識字率の向上が人々を書物に向かわせる。印刷出版業者は文化

の運び手，媒体としての役割を担ったのだ。業者のほとんどはプロテスタントだったが，

第一義的には商人で，�けを念頭に書物を生産した。政府の方針に沿って活動しつつ，

一般読者層の求めに絶えず気を配った。時代の関心の反映を心掛けたのだ。この時代に

書物の位置づけが大きく変化する。その変化は文章にも表われていた。

大陸では16世紀前半に母国語による新しい文学形式が生まれた。俗語の台頭である。

ラテン語に代わり，民衆の言葉で作品を書こうとする運動だ。イタリアではピエトロ・

ベンボーが『俗語論』を出版して大きな影響を与え（6），トスカーナ方言を共通言語とす

る流れにつながった。ドイツではマルティン・ルターのドイツ語訳聖書以前に，既に多

くの翻訳がなされていたが，彼の聖書は高地ドイツ語の普及におおいに貢献した（7）。フ

スティーヴン・ミールドマン
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ランスでは1539年のヴィレル�コトレの勅令により，ラテン語に代わりフランス語が

公用語となった。ラテン語の読めない人々が自国語で書かれた本を読むようになる。読

者の増加が印刷出版を活性化させた。さらにプロテスタント運動の広がりから大量の文

献が様々なヨーロッパ言語に訳された。翻訳書は大陸のいたるところで新しい読者を獲

得する。新約聖書の俗語出版には目を見張るものがある。

書物は未だごく限られた人々のものであった英国でも，同じような現象が見られた。

それまでは知的な教養書や公文書はほとんど国際語のラテン語で著されていた。プロテ

スタンティズム振興の一つの手段として出版の活用を考えた政府は，大陸でのこの流れ

に乗った。さらに政府の意図に応じる大物印刷・出版業者がいた。これらが結びついて

英国でも翻訳書が多く出版されるようになる。俗語の普及は必然的に新しいタイプの文

人の台頭を促した。1540年代から1560年代にかけて翻訳家の活躍が顕著になる。時代

の全出版物1156版のうち翻訳書は345版（29.8％）を占める。その多くを大物業者が

担った。これがこの時代の出版業界の実状である。

庶民の周りには急速に書物が出現した。本が�にあふれると人々の好奇心は刺激され

る。このような流れの中でエドワード時代には，社会に文化的・知的生産物が流入し出

版されたのである。翻訳本は宗教書ばかりではない。デジデリウス・エラスムスの著書

は『痴愚神礼賛』（STC10500）など28版も出版され，そのすべてが英訳されている（8）。

トマス・モアの『ユートピア』 もこの時代に英訳された（STC18094）。これらはラテ

ン語からの翻訳だが，345版のうち210版がラテン語以外の言語から訳されている。こ

の数字は，明らかに俗語の書物の増加を意味する。当然翻訳者の需要が高まった。翻訳

者は分かっているだけで，少なくとも120名いた。マイルズ・カヴァデイル，ウィリア

ム・ティンダルをはじめ聖職者，作家，学者など，知識階級が翻訳に携わった。表1が

示すように翻訳者の中には印刷・出版業者もいる。
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表1 エドワード時代に翻訳を行った主な印刷業者

印刷業者 出版数 翻訳活動期間

アントニー・スコロカー 11版 1547�1553

ウォルター・リン 8版 1548�1550

リチャード・ジャッグ 4版 1552�1553

ロバート・クロウリー 1版 1549

トマス・バーセレット 1版 1550

ロバート・ワイヤー 1版 1549

トマス・レイナルド 1版 1551

スティーヴン・ミールドマン 1版 1553



彼らは翻訳に必要な語学力と高い知性を備えており，みな大物印刷業者だった（9）。

印刷術の発明の最初期から印刷業者は学者や文人を雇い，翻訳や広告文の作成を任せ

ていた。また序文のための詩や献呈文も書かせていた。印刷工房にとって欠かせない重

要な編集業務である。表1の印刷業者は，製造する書物の内容にまで踏み込んで翻訳に

携わっていたのだ。この時代の印刷業者の中には，上述のインクにまみれた職人である

にとどまらず，翻訳をこなす者もいたのである。

一方で，16世紀の初頭新しい印刷技術が普及するにつれ，印刷をことさら軽�する

風潮が生まれた（10）。印刷の質が写本より劣っていたことが最大の理由だが，機械によ

る大量印刷への違和感とやっかみもあった。そのような流れの中で印刷業者の翻訳活動

は，印刷に対する低いイメージからの脱却に寄与したと考える。この時代は書物や印刷

出版の社会的評価が変った時代なのだ。ミールドマンもオランダ語翻訳を試みてい

る（11）。

� ミールドマンについて

a．アントワープ時代（c.1543�c.1547）

ミールドマンは，アルプスの北側の最大の商業中心地，また宗教論争の本拠地だった

アントワープの印刷業者である。反体制側の人物だった。1559年にドイツのエムデン

で亡くなるまで，一貫してプロテスタント書物の印刷を行った。1540年頃親方クロム

の工房で働き始め，1543年アントワープの自由市民として認められる。ほどなくして

彼の名前も奥付に印字されるようになった。親方の妹エリザベス と結婚し，次第に仕

事を引き継いで行く。ミールドマンの技術力と意欲的な仕事が高く評価されたのだ。

宗教改革勃発から20年余りの間，英語のプロテスタント文献は海外，ほとんどはア

ントワープで印刷されていた。大陸の業者には�けが期待できる市場だったのだ。出版

物には英国から大陸へ逃がれた急進的改革派の著書や，スイスの宗教改革者ヨーハン・

ハインリッヒ・ブリンガーのパンフレットなども含まれる。これらはオランダ本よりそ

の主張が過激だった。当時アントワープで英国向け出版を行った業者は，14人もい

た（12）。クロムとミールドマンも英国を視野に印刷した。彼らの英語本はもちろんプロ

テスタントの著作だ。

ミールドマンが来英以前クロムと共同で，あるいは単独で出版した書籍は少なくとも

42版あることが今回の調査で明らかになった。うち標題紙や奥付にどちらかの名前が

記載されているのは約半数。その他の本はタイポグラフィーの観点からふたりの作品と

される。

スティーヴン・ミールドマン
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ミールドマンが精力的に印刷を始めたのは1543年以降だ（13）。コリン・クレアはミール

ドマンがクロムの活字などを使用していることから，1543年にクロムのビジネスを引

き継いだとする（14）。

ミールドマンは初めから印刷をプロテスタンティズム浸透の手段と捉えていた。した

がってプロテスタントの教えを広めるために，英国向けの印刷にも積極的に関わっ

た（15）。調査の結果，アントワープ時代にクロム とミールドマンが印刷した 120版のう

ち，英語で出版されたのが30版，多国語が1版（16），オランダ語以外が少なくとも26

版ある。つまり英語の書物はふたりのアントワープでの総生産の1/4を占めていた。

著者ではジョン・フリス（STC11382,11390），ブリンガー（17），ジョン・ベイル（STC

1296.5,1270），エラスムス（18）とプロテスタントの旗手が名を連ね，聖書ではカヴァデ

イルが11版（19），ティンダルも4版出版した（20）。ジョージ・ジョイのカトリック攻撃の

冊子（STC14828）もあり，エラスムスの英訳も2版（STC2848,10488）ある。

ミールドマンが本格的に印刷を開始した頃，大陸ではカール五世がプロテスタントへ

の規制を強めた。1543年にスペイン人のフランシスコ・エンジナスがギリシャ語から

スペイン語に翻訳した新約聖書に，ミールドマンは自分の名を奥付に記して出版した

（USTC440059,440647）。エンジナスは聖書の翻訳を禁ずる布告に違反した罪で投獄，

聖書は焚書となった。ミールドマンは印刷中止を言い渡され，在庫の販売を止められた

ばかりか，既に書店に卸したコピーも取り戻すよう命ぜられた（21）。

1544年公布の勅令は，低地諸国に福音主義の教義を根づかせまいとしたものだ。ス

ペイン語，英語，イタリア語での出版を禁止し，違反者は処罰の対象となる（22）。翌1545

年にはミールドマンの同業者ヤーコプ・ファン・リースフェルトが斬首された（23）。さ

らに1546年6月の勅令によりプロテスタントの出版活動は完全に抑圧され，背いた者
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図2 スティーヴン・ミールドマンの印刷数



には死刑が科せられることとなる。出版前に審査と認可を受けない書物も処罰の対象と

された（24）。これで大陸の福音主義印刷は終焉を迎える。ミールドマンに対し，具体的

にどのような処分が検討されたかは定かではない。固い信仰のもと彼は自分の目録と活

字を携え，多くの亡命者とともに英国に渡った。

エンジナスがこの聖書の印刷をクロムに依頼した際，クロムは「喜んでお引き受けし

ましょう。と申しますのは，私は自分のためよりも人の役に立つ仕事がしたいのです。

�けや，人の中傷などは気にしておりません。」と答えたという
（25）。ロンドンでのミー

ルドマンの活動を考えると，ミールドマンはクロムから仕事とともにこの意志も継いだ

と考えられる。

b．ロンドン時代（c.1547�1553）

ロンドンに渡ったミールドマンは，オランダ人が多く住むリビングスゲイトに居を構

え印刷を開始した。1547年は1版のみの印刷だったが，翌1548年には20版と急増す

る。アントワープからの知人ベイル（STC1274a,1297）をはじめ，ロバート・クロウ

リー（STC6083），フリス（STC11383），ルター（26），フィリップ・メランヒトン（STC

17795,17796），ウィリアム・ターナー（STC24359）など，時代を代表するプロテス

タントの著作を次々と印刷した。いずれも100～200ページの中冊子で，リチャード・

ジャッグ，デイ,ウィリアム・シアーズ，リンといった出版業者のための印刷だった。

ミールドマンは既にこれら大物出版業者との関係を築いていたのだ。オランダ人の地域

社会には印刷工が多くいた。この年印刷した書物20版のうち18版までが英語であり，

アントワープでの実績が評価されたことがわかる。ミールドマンはこれらの職人や印刷

工と分担し，多くの書物を印刷した（27）。

ミールドマンの来英は亡命という不本意なものだった。来英時期は1547�1548年頃と

推測されているが，正確なことは分からない。現在分かっているのは，1547年に，メ

ランヒトンがヘンリー八世宛てに書いた6箇条廃止要求の書簡の英語版を，ミールドマ

ンが印刷したことだけだ（STC17789）。奥付には5月18日という日付が印字され，出

版地はウェーゼル（アントワープ）とある（28）。1547年の印刷数の少なさと，1548年の

印刷の急増から1548年には既に英国で活動していたと考えるのが自然だ。

スティーヴン・ミールドマン

―57―



表2はミールドマンが1547年以降に印刷した書物を出版した業者の一覧である。来

英当初は他の印刷業者の下請けをした可能性もあるが，既に述べたとおり，1548年に

は20版も印刷している（29）。同郷のアルフォンサス・ラートの『暦と予測』を片面印刷

の大判紙で印刷し，ジャッグが出版したものもある（図3.STC470,470.1）。暦や予言

は当時の人々に人気があった。ミールドマンの名前はないが，クロムが輸出用の本に用

いたドラゴンの尻尾の中に欠けた月が収まっている印刷者意匠に酷似したものを印刷し

ているので，ミールドマンの印刷と考えられる。
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表2 ロンドン時代にミールドマンが印刷した書物の出版者一覧（1547�1553）
（版）

出版者 1547年 1548年 1549年 1550年 1551年 1552年 1553年 計

スティーヴン・ミールドマン 1 2 1 4 4 1 1 14

リチャード・ジャッグ 7 1 1 2 3 14

ジョン・デイ 4 2 3 3 1 13

ウォルター・リン 6 1 5 12

ヒュー・シングルトン 1 1 2 2 6

エドワード・ホイットチャーチ 2 1 3

ジョン・ベイル 1 1 2

リチャード・グラフトン 1 1 2

ロバート・クロウリー 1 1 2

ウィリアム・オーウェン 1 1 2

ジョン・ギュプキン 2 2

アンドルー・ヘスター 1 1 2

エイブラハム・ヴィール 2 2

ウィリアム・リッデル 2 2

ジョン・ワイト 2 2

リチャード・フォスター 1 1

ジョージ・ジョイ 1 1

ロバート・トイ 1 1

ジョン・ウォリー 1 1

ヘンリー・サットン 1 1



表2から来英早々のミールドマンをジャッグ，デイ，リン，ヒュー・シングルトンが

サポートしたのは明らかだ。ジャッグはミールドマンの印刷した本をこの年だけで7版

出版しており（30），デイは4版出版した（31）。リンは同郷で，ロンドンでも近隣の間柄で

あり，ミールドマンが印刷した6版を出版した（32）。うち半数はルターやウルバーヌス・

レギウスの著作をリン自身が訳したものだ。リンにとっては思い入れのある書物をミー

ルドマンに任せたのだ。シングルトンも1版出版した（STC11235）。当時の有力な出

版業者は密接な連絡網を張り巡らし，情報を共有していた。英語本密輸などを通じてミー

ルドマンの名も知れ渡っていたに違いない。彼の英国での印刷は順調なスタートを切っ

た。リンは1550年に出版をやめたが，他の3人は時代を通してミールドマンの印刷物

を出版し続ける。ミールドマンも落ち着くにつれ，自分で出版する数が増えた。次第に

数多くの出版業者が彼の製品を出版するようになる。彼は人脈を広げ順調な活動を繰り

広げた。

図 2が示すように，今回の調査でミールドマンはアントワープ時代には42版，ロン

ドン時代には91版，エムデン時代には17版を印刷した。ロンドン時代が彼の活動のピー

クだったことがわかる。

c．エムデン時代（1554�1559）

メアリー一世の勅令により，ミールドマンはエムデンへ亡命した。ブラディー・メア

リーの異名を持つメアリーはカトリック政策をとり，そのプロテスタント弾圧はすさま

じかった。トマス・クランマー，ヒュー・ラティマー，ニコラス・リドリーは火刑に処

スティーヴン・ミールドマン
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図3『暦と予測』 STC470.A1
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EEBOの画像。クラリベイト社より掲載許可取得済み。



され，女性や子供を含む約300人が処刑された。それは多くの印刷業者の海外流出につ

ながる。ミールドマンもそのひとりだ。エドワード時代に活躍した印刷業者は国籍を問

わず，憂き目を見ることになる。英国のプロテスタントには2つの選択肢しかなかった。

固くなに信仰を通して殉教するか（33），沈黙を守るかであった（34）。英国にとどまった英

国人業者も満足に印刷ができなくなった。

外国人は国外退去を余儀なくされる。オランダ人のニコラス・ヒルはミールドマンと共

にエムデンへ渡るが，かの地では2版しか出版していない（35）。エムデンでミールドマ

ンはヤン・ガイリアートに助けられ，主としてオランダ語の宗教書印刷や翻訳を続ける。

しかし彼の出版数も激減した。ミールドマンは時代の流れの中で，印刷業者の運・不運

の両方を味わったのだ。

メアリー一世の時代になって，ヘンリー八世時代の伝統的な信仰生活への復帰を歓迎

する者もいた。しかし6年半に亘るプロテスタンティズムによる集中的，根本的な改革

や，時代の流れに感化された人々の意識を元に戻すことはできなかった。それでもプロ

テスタント書物の出版は，表向きには終焉を迎える。エドワード時代の全出版数の59.0

％を占めていたプロテスタント本の出版ができなくなったのだ（36）。カトリック本の出

版が始まるが，エドワード時代のプロテスタント本ほどの勢いはなかった。そしてミー
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表3 エドワード時代に活躍した印刷業者のメアリー時代の活動状況

印刷業者 メアリー時代の活動状況

リチャード・グラフトン 国王御用達の職解任。印刷活動中止。

ジョン・デイ
プロテスタント本の流布に努めたかどで，投獄（1554年10

月�1555年上旬）。エリザベス時代で活躍。

ウィリアム・シアーズ
投獄。以降はプロテスタント色の薄い書物を細々と印刷。エ

リザベス時代で活躍。

エドワード・ホイットチャーチ 印刷業休業。

ウィリアム・パウエル �かに10版程度印刷継続。

トマス・パーセレット 1555年に死亡。

ウィリアム・コープランド

印刷継続。1556年にクランマーの宗旨撤回を印刷して枢密院

に召喚，全てのコピーの提出，破棄を命ぜられた。エリザベ

ス時代で活躍。

トマス・レイナルド 1552年以降印刷せず。

レイナー・ウルフ 3版のみ印刷。エリザベス時代で活躍。

リチャード・ジャッグ 3版のみ出版。エリザベス時代で活躍。

ヒュー・シングルトン
デイと共に投獄。後にドイツのウェーゼルへ亡命。エリザベ

ス時代にロンドンへ戻る。



ルドマンの活動もロンドン時代でピークを過ぎたのだ。

� ミールドマンの特徴

わずか6年半で時代を代表する印刷業者にのし上がったミールドマンの特徴とは何で

あったのか？ 彼の成功の鍵として5つの特徴，すなわち人脈，特許取得，図版の積極

的使用，外国語印刷，出版数の多さを挙げることができる。

a．人脈

まずミールドマンのビジネスマンとしての側面に注目する必要がある。エドワード時

代では有力者との人脈なしに印刷・出版ビジネスでは成功できなかった。亡命者ミール

ドマンは来英時，英国の有力者との直接的なつながりはなかった筈である。彼がビジネ

スマンとして優秀だったのは，自分の人脈，すなわち有力者とつながりを持つ人物との

関係を，最大限に活かした点にある。例えば，「イギリス植物学の父」と呼ばれたター

ナーとの関係を挙げよう。ターナーはイタリアで薬学の学位を取り，エムデン公爵の主

治医となった。ミールドマンはターナーのカトリック教会攻撃の小冊子をアントワープ

で印刷している（STC24354）（37）。英国に戻ったターナーはサマセット公爵の主治医と

なって公爵の屋敷に住み，手厚い保護を受けていた（38）。ミールドマンは来英早々の

1548年にターナーの『植物誌』を印刷する（STC24359）（39）。オクテイヴォで128ペー

ジの中冊子である。植物の名前をABC順に並べ，ギリシャ語，ラテン語，英語，ドイ

ツ語，フランス語で紹介している。この表記法はターナーの発明ではないが，時代の最

先端を行くものだ。ターナーはこの本をサマセットに献呈した。当時の英国では外国語

の印刷ができる業者は限られていた。ミールドマンはアントワープで培ったターナーと

の関係を活かすことが出来たのだ。サマセットにも自分の存在と実力をアピールできた。

1553年までにターナーは8版の著書を出版したが，その半分はミールドマンの印刷

だ（40）。ターナーとサマセットとのつながりは無視できない。

初期英国演劇の担い手であり，論争的なプロテスタントの牧師ベイルとの関係もミー

ルドマンにとっては重要な人脈だった。アントワープ時代からの仲間である。エドワー

ド時代の出版作品13版のうち9版をミールドマンが印刷した（41）。いずれも激しい教皇

制度批判だ。プロテスタント時代の到来でふたりは一層きずなを深め，出版を重ねた。

急進的な宗教改革論者として名高い牧師クロウリーは，詩�をヘブライ語から英訳し

楽譜付きのマニフィカトと雅歌などの抜粋を添えた。

スティーヴン・ミールドマン
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この360ページに及ぶ大著はグラフトンとミールドマンの共同印刷である。ミールドマ

ンはさらにクロウリーの小冊子を2版印刷する（STC6085,6096）。彼は技術的難易度

の高い印刷を手掛けた。それらの成果が有力者との人脈につながったと考える（42）。ミー

ルドマンは自身の技術力で人脈を開拓し，時代の先頭に立ったのだ。

b．特許取得

印刷・出版業者と有力者とのつながりを示すものとして，特許の取得がある。大物印

刷業者は何らかの特許を得て，特定のジャンルの印刷を独占した。特許の取得は大物印

刷業者の証だった。特許を得た業者は中小業者に下請け発注を行う。注文を確実にこな

すためだが，結果的に中小印刷業者の救済にもつながった。

ミールドマンは1550年7月26日，王室から5年間の特許を得，まだ未出版の書物の

印刷と，国籍を問わず職人を雇うことが認められた（43）。英国での実績が認められたの

だ。この特許は書物のジャンルを限定しておらず，他の同業者より特に有利な内容だっ

た。ミールドマンは優遇されていたと考える。来英3年で実力が認められた証だ。これ

は驚異的な速さである。既に有力者との強い関係を築いていたと考える。

政府はプロテスタント振興に特許を活用し，印刷・出版の活性化に大きな影響を与え

―62―
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た。大物印刷業者の特許取得状況を見ると，1544年にエドワード・ホイットチャーチ

はグラフトンと共に祈祷書を印刷する特許を得ている（STC15835）。ジャッグは1552

年に国王の許可を得て英訳聖書を出版した（STC2867）。リチャード・トッテルは1552

年に法律書印刷の特許を獲得し，精力的に法律書を出版した（44）。N.ヒルが特許を得た

という記録は見つかっていない。1547年にレイナー・ウルフはラテン語，ギリシャ語，

ヘブライ語の書物を印刷する国王御用達の印刷業者に指定される。ヘンリー八世の時代

に国王の書簡を大陸に届けるなどしており（45），ウルフには宮廷との強い結びつきがあっ

た。一方デイは1553年になってようやくトマス・ビーコンとジョン・ポーネットの著

書を印刷する王の特許を得た。デイにとっては初めての特許獲得である（46）。彼は既に

1549年と1550年にシアーズ と共にアポクリファを含む聖書の英訳版を次々に出版し

ているにもかかわらず（STC2087.2�2087.5），特許を得ることはなかった。ミールドマ

ンはそのデイよりも早く，しかも著者やジャンルを限定されることなく特許を取得して

いる。特許を取得するには実力だけではなく，政府への相当な働きかけが必要だったと

考える。ミールドマンはターナーのような人物を通して，政府との絆を深めていたに違

いない。

ポーネットがカテキズムをラテン語と英語で編纂した際に，ポーネットの印刷特許を

得たばかりのデイは，早速この権利を行使しようとした。ところが，ラテン語著作の国

王御用達印刷業者だったウルフが異議を唱える。結局ジョン・ダドリーのとりなしでラ

テン語版はウルフが（STC4807�4810），英語版はデイが印刷することで落ち着いた

（STC4812）。特許とはそれほど重要なことだった。その特許をミールドマンは来英3

年で，しかも非常に有利な内容で取得したのだ。ビジネスマンとしての卓越した才能で

ある。このようにして彼は印刷業界の表舞台に躍り出たのだ。

c．図版の使用

同時代の印刷業者に比べ，ミールドマンは挿絵の使用頻度・量が圧倒的に多い。書物

を魅力的にする試みは印刷の第1世代から行われていた。木版画や挿絵は読者の鑑賞眼

を満足させる装飾であり，内容を視覚的に伝えることの有効性はよく理解されていた。

ウィリアム・キャクストンも活版印刷に木版画を用いている（47）。16世紀になると印刷

本に標題紙がつけられるようになった。特に聖書では，図版はふんだんに用いられた。

ミールドマンの親方クロムも木版画や銅版画の図版を積極的に用いた。多いものでは1

冊の中に100～200カットもある。例として，グラフトンとホイットチャーチがクロム

に印刷を依頼したマシュー訳聖書（STC2066）を挙げておく（48）。

スティーヴン・ミールドマン
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標題紙の全面銅版画はエアハルト・アルトドルファーによるとされており，その挿絵は

1533年にリューベックで出版されたルター聖書から集めた（49）。この種の木版画をデザ

インして作製するには，高度な技術や芸術性，そして高額な費用が必要だった。また木

版画や挿絵は印刷業者間で広く貸し借りが行われており，色々な書物に再使用されてい

た（50）。しかしそれには広い人脈と資金が必要であり，クロムにはそれが可能だったの
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図5 マシュー訳聖書 STC2066.・1
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である。

表4はクロムが木版画を用いた主な印刷物の一覧である。クロムは同時代の印刷業者

の中でも特に意欲的に図版を活用した。彼の工房にいたミールドマンはその影響を大き

く受けた。1545年にミールドマンが単独で印刷したベイルの『ヨハネの黙示録釈義』

（STC1296.5）では，黙示録の内容を描いた19カットが24回にわたって挿入されてい

る。標題紙にはヨハネが流刑にされたエーゲ海のパトモスで黙示録を執筆するカットが

スティーヴン・ミールドマン
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表4 クロムの印刷した主な木版画挿絵

出版年 説明

1536年

STC2832,2833,2834.ティンダル訳新約聖書 DMH19,20,21.

多数のカット使用。3版とも福音書では同じ挿絵を使用。マタイ・マルコ・ルカ・ヨハネと

使徒たちのカットは異なる。これ以前の聖書で用いられたカットも再使用されている。ハン

ス・ホルバインやアドリアン・ケンペ・デ・ボッホートのカットとされているものを含む。

1537年

STC2066.マシュー訳聖書 DMH34.

グラフトンとホイットチャーチのために印刷したもので標題紙とアダムとイヴの全面銅版画

はルター聖書（リューベック，1533年）に酷似している。91枚の挿絵が，色々な出典から

集められている。

1538年
USTC5567フランス語新約聖書

リーヴェン・デ・ウィッテの木版画。

1538年

STC2836カヴァデイル訳新約聖書 DMH40.

最も図版が多く（162カット），また最も興味をそそり，大きな影響力のあった英訳聖書。前

年にクロムが印刷した『イエス・キリストの生涯』で，リーヴェン・デ・ウィッテがデザイ

ンした挿絵の再使用。多数の章末飾りカットあり。

1538年

STC2836.5カヴァデイル訳新約聖書 DMH42.

STC2836とほぼ同じだが，デ・ウィッテの3版画が削除され，別の2版画が追加されてい

る。

1538年
STC2837カヴァデイル訳新約聖書 DMH41.

全ページ大の「パトモスの聖ヨハネ」の木版画あり。

1539年
STC2842カヴァデイル訳新約聖書 DMH48.

リーヴェン・デ・ウィッテの木版画多数あり。STC2837と似ている。

1540年
USTC410397アンドレアス・オシアンダーの4福音書

リーヴェン・デ・ウィッテの木版画。USTC5567,400676で用いられている版画と同じ。

1541年
USTC400676ウィレム・デ・ブランテヘムのキリストの生涯について

リーヴェン・デ・ウィッテの木版画。USTC5567,410397で用いられている版画と同じ。

1542年

STC2848エラスムスの釈義付きのティンダル訳新約聖書 DMH26.

福音書，使徒行伝，ヨハネの黙示録の内容を可視化した版画は，1537年にパリでポケット版

で出版されたラテン語新約聖書の挿絵に酷似している。

1543年

USTC440059フランシスコ・エンジナスのスペイン語の新約聖

クロムとミールドマンが印刷したと思われるが，クロムはこの年に亡くなったという説もあ

り，奥付にはミールドマンの名が印字されている。ローマン字体できれいに印刷され，ルカ，

ヨハネ，パウロ，ヤコブ，ペテロらの木版画が挿入されている。



ある。ドイツ人ハンス・ゼーバルト・ベーハムのデザインによるものだが，掲載の経緯

は明らかではない。絵も彫刻もあまり上等とは言えない。

クロムとミールドマンの図版のクオリティの差は，腕のよい版画家を起用できたか，

優れた図版を入手できたかの違いのようだ。クロムは既に大物であり，それが可能だっ

た。一方ミールドマンはまだ人脈もなく，優れた図版を入手出来なかった。つまりミー

ルドマンにとっては，図版の使用はまだ試行錯誤の段階だったと考える。このアントワー

プ時代の下積みが，後のミールドマンの図版へのこだわりにつながる。

英国の大物印刷業者もすでに図版を使用していた。1539年にグラフトンとホイット

チャーチが出版したグレート・バイブルは有名な逸話つきの書物だ（51）。図版入りの聖

書を印刷する技術とノウハウを，ふたりは既に熟知していたのである（52）。大物印刷業

者は，開始時期や頻度に多少の差はあるものの，みな1540年前後から図版を用いてい

た。彼らは図版を多用した大陸の書物をよく知っており，自らも図版入りの書物を印刷

した。彼らはミールドマンよりもよほど先を行っていた。標題紙やコンパートメント，

装飾イニシャル，印刷者意匠など，視覚的効果を意識した工夫が見られる。

来英したミールドマンも，図版印刷に大きなエネルギーを注ぎ込むようになる。ミー

ルドマンの快進撃が始まった。印刷した91版のうち66版で装飾イニシャルが使われて

おり，30版で図版を使用している。アントワープでは4版しか図版を用いなかったに

もかかわらず，ロンドンでは大著や中冊子に大きな図版が多い。この時代のミールドマ

ンは明らかに意識的にコンパートメントや大きな図版を印刷物に盛り込み始めた。まだ

一般的でなかった注を余白に記したり，正誤表をつけたりした。ミールドマンが時代の

最先端の印刷業者であった証拠である。
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図6 ミールドマンの印刷数と図版・装飾イニシャル使用の推移



中でも1551年に彼が印刷したターナーの『新本草書』は，著者や印刷者の図版印刷

への意気込みを感じさせる例として注目に値する。

ミールドマンより以前に，英国で植物の図版を用いた印刷業者はいない。彼はバーゼル

出版のレオンハルト・フックスの『植物誌』の図版を英国に導入したのだ（53）。ターナー

の前著と同様，植物の名を5か国語で表記している。読者のために分かりやすさを追及

したのだ。図版はそのサービスをさらに一歩進めた。彼はおそらく英国の読者に見せた

かったのである。大陸の洗練された精巧な図版を。そして彼の技術力の高さを。宗教書

以外の図鑑という視覚に訴える書で，彼はそれを実行したのだ。

ミールドマンはこの時代の印刷を牽引していた。国王御用達のグラフトンなどより，

自由に印刷の可能性を模索・追及し，印刷の発展に大きく貢献したのである。彼は本の

表現手段が文字だけではないと認識していた。図版量も多く，表現対象も宗教，時事，

植物，楽譜と多岐にわたる。ミールドマンは英国への図版導入の最初の人物ではないが，

図版に対して並々ならぬ思い入れがあった。彼はロンドンの書物の後進性を見て，図版

スティーヴン・ミールドマン
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図7『新本草書』 STC24365.E3
v
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EEBOの画像。クラリベイト社より掲載許可取得済み。



の効果と可能性を再認識したのではないだろうか。図版へのエネルギーの注ぎ方がアン

トワープ時代とは異なる。積極的な図版使用は明らかに意図的な決断であったと考える。

大物印刷業者は，図版が多くの読者獲得につながると気づいていた。特にミールドマ

ンはカット挿入の有効性に強い関心を抱いていた。しかし多くのカットの挿入は 簡単

ではない。図版を用いるには金が要る。経済的余裕がなければ図版の印刷はできない。

ミールドマンは図版の開発に多大な投資を行っていたと考える。先進的印刷業者として

活躍し大物印刷業者になるには，潤沢な資金が不可欠だった。デイの印刷活動からも，

それは明白だ（54）。文中へのカットの挿入には高い技術が必要だ。多くの聖書の図版印

刷を手掛けたクロムの下での修業が役に立った。ロンドンでの巧みな人脈活用に負うと

ころもあったろう。ミールドマンが大量の図版を入手できた理由については，今後さら

に研究の余地がある。推量だが来英の際，活字のみならず所蔵していた図版を持参した

可能性は高い。また連れてきた職人や外国人教会に所属していた印刷業者から入手した

のかもしれない。アントワープで出版業を継いだ義妹が，大陸からの図版供給に協力し

たかもしれない。様々な理由があったろうが，ミールドマンには図版への強い関心を実

行に移す条件が整っていた。大量の図版を挿入した書物を次々と出版出来たのである。

図版を掲載した書物の数も多いが，1作品の中の図版の数も多い。当時の人々にはさぞ

魅力的に映ったことだろう。図版の有効利用で，彼は書物に関心を持ち始めた広い層の

人々と，その社会への接近を試みた。活字の工夫に加え，図版を読者とのコミュニケー

ションの道具と捉えたところに，ミールドマンの時代を読む才能があったのである。

d．外国語の印刷

ミールドマンの卓越した技量は外国語の印刷に見ることができる。親方クロムはアン

トワープの同業者と共に，福音書をヨーロッパ中の言語で翻訳出版したと豪語した（55）。

冒頭で述べたとおり，16世紀の前半に翻訳が盛んになった。エドワード時代の出版物

1156版のうち翻訳書は345版（29.8％）を占める。それに加えて，外国語の出版物が

153版（13.2％）あった。両者を合わせると498版となり，全出版物の43.1％に相当す

る。外国語の出版物は必ずしもその由来が外国とは限らないが，翻訳の多さもあり，英

国が海外との交流を重視していたのは明らかである。この時代に出版された法律書は

154版（13.3％），学術書が127版（11.0％）あり，外国語出版はこれらと比べて少なく

はない。
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表5が示すように出版数が一番多い外国語は知識人の共通語のラテン語で，12人が

印刷している。そのうち36版（約39.6％）をミールドマン，グラフトン，デイの3人

が担当した。2番目に多いのは複数の言語の書物で，言語関係が15版，宗教書が4版，

ターナーの植物誌2版がこの範疇に入る。言語関係が多いのは注目に値する。これらは

辞典，文法書や語学習得のための教材だ。翻訳に頼らず自ら外国語を直接読み，あるい

は聞いて話す必要が生じたのだ。外国文化への関心とともに，実生活においても外国語

を使用する機会が生まれた。フランス語は，フランス語宗教書の国王御用達だったトマ

ス・ゴルティエが6版，ミールドマンとヒルが各1版，3人で半分以上を印刷している。

オランダ語は，ミールドマンとヒルでほとんどすべてを印刷した。うち1版はニコラス・

ファン・デン・ベルヘとミールドマンの共同印刷である。次に印刷数が多かった法律用

フランス語は，ウィリアム・パウエルが1550年まで印刷した。1552年にトッテルが法

スティーヴン・ミールドマン
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表5 エドワード時代の外国語書物の言語別出版数

印刷言語 版数／印刷業者
印刷業者

の人数

ラテン語

91版

12人
トマス・バーセレット，ジョン・デイ，リチャード・グラフトン，ジョ

ン・ハーフォード，ニコラス・ヒル，ウィリアム・ミドルトン，スティー

ヴン・ミールドマン，ジョン・オズウェン，ウィリアム・パウエル，

リチャード・トッテル，ウィリアム・ラステル，レイナー・ウルフ

多国語

31版

12人

トマス・バーセレット，ウィリアム・コープランド，リチャード・グ

ラフトン，ジョン・ハーフォード，ニコラス・ヒル，ウィリアム・ミ

ドルトン，スティーヴン・ミールドマン，ウィリアム・パウエル，リ

チャード・トッテル，レイナー・ウルフ，ジョン・ワイヤー，トマス・

ゴルティエ

フランス語

13版

6人トマス・バーセレット，トマス・ゴルティエ，ニコラス・ヒル，スティー

ヴン・ミールドマン，ウィリアム・パウエル，リチャード・トッテル

オランダ語

8版

3人ニコラス・ヒル，ニコラス・ファン・デン・ベルへ，スティーヴン・

ミールドマン

法律用フランス語
6版

1人
ウィリアム・パウエル

ウェールズ語
2版

2人
リチャード・グラフトン，ニコラス・ヒル

イタリア語
1版

1人
スティーヴン・ミールドマン

スコットランド英語
1版

1人
ウィリアム・コープランド



律書印刷の特許を獲得すると，多くの法律報告書をラテン語と共に2か国語で印刷する

ようになる。イタリア語の印刷はミールドマンの1版のみだ。外国語を積極的に印刷し

た業者は約10名で，みな大物印刷業者だった。時代の印刷・出版業者全体約80名の中

では，ごく限られた業者だけが外国語を印刷したことになる。

一方で上記以外の言語は印刷数が極めて少ない。時代全体から見ればイタリア語の出

版は，まだまだ例外的なものだった。これがエドワード時代の現実だ。そのような中で，

ミールドマンは外国語印刷が2番目に多い業者だった。

ミールドマンはアントワープではオランダ語と英語の外にはスペイン語しか印刷して

いない。ロンドンで彼はラテン語を9版印刷した。版数こそグラフトンの26版には及

ばないが，言語の種類はグラフトンの4か国語に対して，6か国語と多かった。彼は多

くの言語印刷の技術を身につけていた。外国人教会の最高責任者ジョン・ラスコーは英

国で8版の著作を出版したが，すべてラテン語で執筆している。そのうち5版をミール

ドマンがラテン語で（56），また彼の母語のオランダ語（STC15260,USTC442336）で印

刷した。彼には外国語印刷に抵抗がなかった。

エリザベス時代に英国は積極的にイタリア文化の受容を行ない，異国の文化を自国に

取り込む姿勢を示す。既にエドワードの社会には外国語のニーズが生まれていた。マー

ケットに敏感に反応する印刷業者は，それに応えるべく外国語の出版に意欲を燃やし始

めていたのである。外国語印刷は英国の印刷業界にとっては最先端の領域であり，その

進化は次の時代のさらなる発展への大きな布石となった。ミールドマンは外国語印刷に

おいても時代をリードする存在だったのだ。

e．印刷数の多さとジャンルの豊富さ

ミールドマンは印刷数でも卓越した手腕を発揮し，時代で第3位の印刷数を誇った。

熱烈なプロテスタントのミールドマンにとって，ロンドンは商売と信念と技術を最大限

に発揮できる場であった。既に述べたように，英国印刷の初期はもっぱら宗教書と法律
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表6 主な印刷業者の外国語印刷数
（版）

印刷業者 外国語印刷数 印刷総数

リチャード・グラフトン 31 208

スティーブン・ミールドマン 18 87

ニコラス・ヒル 13 86

レイナー・ウルフ 12 36

ジョン・デイ 1 123

エドワード・ホイットチャーチ 0 75



書の印刷が主流だった。エドワード時代ではこれらの出版は時代の総出版1156版のう

ち836版（72.3％）を占め，この時代の出版の大きな特徴を表している。

大物印刷業者の出版傾向を見ると，一様に宗教書の出版割合が高い。このジャンルは図

8に示した5人の業者だけで383版あり，時代全体の出版数682版の56.2％を占める。

彼らが宗教書を集中して印刷していたことがわかる。宗教書出版は国策であり，法律書

と並んで�けの大きいビジネスだった。ミールドマンにとっても，プロテスタント本の

印刷が最優先だった。プロテスタンティズム振興に使命を感じていた彼は大物印刷業者

の傾向に近い。彼は政府とのつながりを強めていく。約6年半の英国滞在でミールドマ

ンは大物印刷業者の仲間入りを果たしたのだ。

スティーヴン・ミールドマン
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図8 エドワード六世時代の大物印刷業者のジャンル別 印刷数



一方でこの時代のもう一つの特徴が，宗教・法律以外のジャンルも320版（27.7％）

と大きな割合を占めていることである。図8の大物印刷業者の「その他」の印刷数の合

計は，106版であり，時代全体の「その他」の印刷数320版の1/3にも満たない。「そ

の他」すなわち世俗的な書物は，大物業者以外の中小業者が担う割合が多かった。印刷

全体の発展は大物印刷業者が牽引していたが，次の時代のトレンドの芽は中小業者の手

によって育まれていたと考える。

中小業者による世俗的な書物の出版が多いことは，注目に値する。彼らは大物業者の

宗教，法律書の独占により，他のジャンルに向かわざるを得なかった。しかしニーズが

なければ出版は行われない。書物が人々の身近になり，本に幅広い内容を求める傾向が

高まっていったのである（57）。世俗的なジャンルの印刷数の増大を支えたのは，中小印

刷業者だった。人々の日常生活により直接的に関わるジャンルや，ヒューマニズムに裏

打ちされた知的な書物へのニーズが社会で膨らんだのだ。ここに時代のありようが見え

る。中小印刷業者が一般社会のニーズに応えたことが，出版の発展に拍車をかけた。大

物印刷業者の手が回らなかった領域を，中小印刷業者が担ったのだ。大物業者だけが次

の時代を作ったのではなかった。エリザベス時代では，これらのジャンルが圧倒的に伸

びていく。

3．テューダー朝におけるエドワード時代の位置づけ

エドワード時代はプロテスタンティズムを背景に印刷・出版が発展した。プロテスタ

ンティズムは大陸の宗教改革の奔流と一体となり，宗教だけでなく国の意識を大きく前

に推し進めた。短かったが，英国のプロテスタンティズムは世界における宗教改革の先

頭に立った。宗教書には図版がふんだんに用いられ，多くの翻訳書や外国語の本も出版

された。宗教，法律以外の印刷も全体の1/4を占めるまでに増加した。出版数が多く

なったことで，中流階級にも書物が届くようになった。書物が広く国民に浸透したのだ。

エドワード時代の最大の功績は，多くの人々に本を読み，知識を得，考える習慣を植え

つけたことであった。これがエリザベス時代の文化興隆への種まきとなった。

カトリックのメアリー時代になって，英国は印刷・出版素材としてのプロテスタンティ

ズムを失う。しかし人々の書物への意識と関心は，既に元へは戻らなかった。本は文化

交流の重要な媒体である。エドワード時代に書物は上流階級だけでなく，中流階級にとっ

ても「重要な媒体」となった。大陸からカトリック信者が戻るが，彼らは前の時代のプ

ロテスタント信者ほど印刷・出版の動機や原動力にはならなかった。
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メアリー時代の宗教書の出版は，総出版数643版の1/3にも満たない。宗教書の占め

る割合が減り，その他の世俗的な書物の占める割合が増加した。これはメアリーとその

後のエリザベス時代を考えるうえで重要なポイントだ。印刷・出版の動機や原動力が宗

教から離れ，世俗的な素材に流れ始めたのである。

エドワードに続くメアリーとエリザベスの時代の出版の動機と，書物に対する人々の

意識の変化を探ることにより，英国ルネサンスを支えた出版というインフラのありよう

を明らかにしていくことが出来る。周知の通り，エリザベス時代に英国ルネサンスは花

開き，出版はそれを支える重要なインフラだった。エドワード時代は，このインフラの

整備に大きく貢献したのである。

エドワード時代には極端なカトリック排斥の傾向があった。プロテスタント一色の時

代だったのだ。極端に偏った時代であったからこそ，多くのプロテスタントの印刷業者

が活躍できたのだ。エドワードの時代の印刷・出版の発展は，世俗的な書物の印刷をも

促し，後の時代の大きな布石となっている。しかし，エドワード時代における印刷・出

版の発展の大きな原動力は間違いなく宗教であった。英国の印刷・出版は，エリザベス

時代に突如として発展したのではなく，エリザベス時代以前に宗教により発展したのだ。

メアリー時代になって，時代はプロテスタントへの偏りをなくす。印刷の動機は宗教

から離れていくものの，エドワード時代に培われた出版の発展が，後のエリザベス時代

の英国ルネサンスのインフラとなる。これがエドワード時代に着目する意義である。印

刷・出版の大きな飛躍がテューダー朝におけるエドワード時代の位置づけだ。スティー

ヴン・ミールドマンは，そのような時代を体現した印刷業者であった。

スティーヴン・ミールドマン
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図9 メアリー一世時代のジャンル別 印刷数（1553�1558）



（1） 本論はSTC,ESTC,USTC,EEBOなどに基づいて調査・考察を行った。本研究分野の基

本的資料であるこれらの資料と同様，現存する書物のみを対象とする。STC:AShort-Title

CatalogueofBooksPrintedinEngland，Scotland，andIrelandandofEnglishBooks

PrintedAbroad1475�1640,comp.byA.W.Pollard andG.R.Redgrave,2ndedn,rev.

andenlargedbyW.A.JacksonandF.S.Ferguson,completedbyKatherineF.Panzer,

3vols（London:BibliographicalSociety,1986）;ESTC:EnglishShortTitleCatalogue.

TheBritishLibrary.�http://estc.bl.uk�［accessed1September2022］;USTC:Universal

ShortTitleCatalogue,comp.byAndrew Pettegreeandothers，�https://www.ustc.

ac.uk�［accessed1September2022］;EEBO:EarlyEnglishBooksOnline.�https://

www.proquest.com�［accessed1September2022］.出版年はこれらの資料および一般に

認められている推定年を照合の上採用した。時代の境については判別できる書物は各時代に，

不明なものは便宜上，1547年と1553年はエドワード時代，1558年はメアリー時代として集

計している。

（2） ミールドマンの名前はStevenMierdmanまたはStephenMierdman,StevenMierdmans,

StephenMyerdmannとも綴る。

（3） *は共同作業による印刷を含む。本グラフは英国出版のみとする。

（4） AndreaVesalius,Dehumanicorporisfabrica（Basel:Oporinus,1543）.

（5） JostAmman,Panopliaomniumilliberalium mechanicarum autsedentariarum artium

generacontinens（Frankfurta.M.:Feyerabend,1568）.

（6） PietroBembo,Prosedim.PietroBembonellequalisiragionadellavolgarlinguascritte

alcardinaledeMedicichepoi�estatocreatoasommoponteficeetdettopapaClemente

settimodiviseintrelibri（Venice:Tacuino,1525）.

（7） DasNeweTestament（Wittenberg:Lotter,1522）.Biblia，AltesundNewenTestament

auszEbreischerundGriechischerSpraach,gr�undtlichverteutscht（Frankfurta.M.:

Egenoff,1534）.

（8） うち4版は英訳にラテン語が併記されている。STC2821,10440,11440.2,10447.

（9） 大物でもグラフトン，デイ，シアーズ，ホイットチャーチ，N.ヒル，パウエル，ウィリ

アム・コープランド，ウルフ，ウィリアム・ミドルトンは翻訳をしていない。彼らは印刷・

出版に専念した。

（10） AndrewPettegree,TheBookintheRenaissance（NewHavenandLondon:YaleUni-

versityPress,2010）,p.161.

（11） DenvalderRoomscherKercken，metallehaerafgoderye，waerbyeenyeghelickmach
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